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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第42期

第１四半期
連結累計期間

第43期
第１四半期
連結累計期間

第42期

会計期間
自 平成29年１月１日
至 平成29年３月31日

自 平成30年１月１日
至 平成30年３月31日

自 平成29年１月１日
至 平成29年12月31日

売上高 (千円) 2,102,108 2,873,264 13,098,632

経常利益又は経常損失(△) (千円) △145,574 30,200 1,668,502

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益
又は親会社株主に帰属する
四半期純損失(△)

(千円) △132,387 3,380 1,111,370

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △132,387 3,380 1,111,370

純資産額 (千円) 6,629,804 7,877,811 8,006,359

総資産額 (千円) 11,288,145 16,765,027 16,915,601

１株当たり四半期(当期)純利益金額
又は四半期純損失金額(△)

(円) △16.24 0.40 134.45

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) － 0.40 133.52

自己資本比率 (％) 58.7 47.0 47.3
 

(注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第42期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在

するものの、１株当たり四半期純損失であるため、記載しておりません。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。

 また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

(1) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、企業収益や雇用・所得環境の改善が続く中で、政策効果もあ

り緩やかな景気回復基調を続けておりますが、アジア新興諸国等を始めとした海外経済の不確実性や金融資本市場

の変動の影響に留意する必要があります。

当社グループが属する不動産業界におきましては、住宅建設については弱含みで推移すると見込まれるものの、

堅調な地価動向、低金利政策の下支えにより底堅く推移することが見込まれます。

このような状況の中で、当社グループは、本年度より「更なる成長への布石を」をテーマとした新中期経営計画

をスタートしております。

仕入におきましては、底地、居抜き及び所有権のいずれも順調に推移したことにより、仕入高は前年比で増加

し、販売用不動産は12,148百万円となりました。

販売におきましては、居抜きの販売は減少したものの、底地の販売が堅調に推移するとともに、所有権の販売が

大幅に増加したことにより、売上高は前年比で増加いたしました。

この結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高2,873百万円（前年同期比36.7％増）となり、営業利益

58百万円（前年同期は132百万円の営業損失）、経常利益30百万円（前年同期は145百万円の経常損失）、親会社株

主に帰属する四半期純利益3百万円（前年同期は132百万円の親会社株主に帰属する四半期純損失）となりました。

セグメント別の概況は次のとおりであります。　

①　不動産販売事業　

不動産販売事業におきましては、底地41件、居抜き11件、所有権5件の販売をいたしました。

その結果、売上高は2,757百万円（前年同期比44.6％増）となり、セグメント利益は335百万円（前年同期比

223.3％増）となりました。

②　建築事業　

建築事業におきましては、戸建・リフォーム工事等27件の販売をいたしました。その結果、売上高は127百

万円（前年同期比34.9％減）となりセグメント損失は51百万円（前年同期は41百万円のセグメント損失）とな

りました。

 

EDINET提出書類

株式会社サンセイランディック(E26086)

四半期報告書

 3/17



 

(2) 財政状態の分析

（流動資産）

当第１四半期連結会計期間末における流動資産は、前連結会計年度末と比べ168百万円減少し、15,705百万円と

なりました。これは、主に現金及び預金の減少479百万円、販売用不動産の増加284百万円によるものであります。

（固定資産）

当第１四半期連結会計期間末における固定資産は、前連結会計年度末と比べ17百万円増加し、1,059百万円とな

りました。これは、主に投資その他の資産の増加26百万円、無形固定資産の減少6百万円によるものであります。

（流動負債）

当第１四半期連結会計期間末における流動負債は、前連結会計年度末と比べ227百万円増加し、8,657百万円とな

りました。これは、主に短期借入金の増加537百万円、その他流動負債の増加209百万円、買掛金の減少196百万

円、未払法人税等の減少394百万円によるものであります。

（固定負債）

当第１四半期連結会計期間末における固定負債は、前連結会計年度末と比べ249百万円減少し、229百万円となり

ました。これは、主に長期借入金の減少251百万円によるものであります。

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末と比べ128百万円減少し、7,877百万円となり

ました。これは、主に利益剰余金の減少147百万円によるものであります。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 24,000,000

計 24,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成30年３月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成30年５月15日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 8,394,300 8,394,300
東京証券取引所
(市場第一部)

単元株式数は100株
であります。

計 8,394,300 8,394,300 ― ―
 

(注）１．提出日現在発行数には、平成30年５月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発

行された株式数は、含まれておりません。

２．提出日現在の発行済株式のうち、133,800株は、現物出資（金銭報酬債権　99,547千円）によるものであり

ます。

 

(2) 【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　

 

(4) 【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成30年１月１日～
平成30年３月31日

37,000 8,394,300 9,250 797,598 9,250 758,598
 

（注）新株予約権（ストックオプション）の権利行使による増加であります。　

 
(6) 【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社サンセイランディック(E26086)

四半期報告書

 5/17



 

(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成29年12月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

① 【発行済株式】

   平成30年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式　　 100

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

8,353,500
83,535

完全議決権株式であり、権利内容に
何ら限定のない当社の標準となる株
式であります。なお、単元株式数は
100株であります。

単元未満株式
普通株式

3,700
― １単元（100株）に満たない株式

発行済株式総数 8,357,300 ― ―

総株主の議決権 ― 83,535 ―
 

(注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式96株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

  平成30年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社サンセイラン
ディック

東京都千代田区丸の内二
丁目５番１号

100 ― 100 0.0

計 ― 100 ― 100 0.0
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成30年１月１日から平成

30年３月31日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成30年１月１日から平成30年３月31日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成29年12月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成30年３月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 3,558,403 3,079,301

  売掛金 108,194 89,756

  販売用不動産 11,863,892 12,148,614

  未成工事支出金 5,964 19,789

  貯蔵品 3,055 2,523

  その他 347,180 378,418

  貸倒引当金 △12,980 △13,150

  流動資産合計 15,873,711 15,705,252

 固定資産   

  有形固定資産   

   賃貸不動産 449,513 449,513

    減価償却累計額 △73,613 △75,391

    賃貸不動産（純額） 375,900 374,122

   その他 91,086 90,593

   有形固定資産合計 466,986 464,716

  無形固定資産 80,636 74,215

  投資その他の資産   

   その他 535,389 561,964

   貸倒引当金 △41,121 △41,121

   投資その他の資産合計 494,267 520,843

  固定資産合計 1,041,890 1,059,774

 資産合計 16,915,601 16,765,027

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 395,953 199,084

  短期借入金 6,947,520 7,485,464

  賞与引当金 ― 71,685

  未払法人税等 432,506 37,831

  その他 654,021 863,631

  流動負債合計 8,430,001 8,657,695

 固定負債   

  長期借入金 361,920 110,460

  資産除去債務 4,640 4,652

  その他 112,679 114,407

  固定負債合計 479,240 229,520

 負債合計 8,909,242 8,887,215
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成29年12月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成30年３月31日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 788,348 797,598

  資本剰余金 749,348 758,598

  利益剰余金 6,464,288 6,317,240

  自己株式 △97 △97

  株主資本合計 8,001,888 7,873,340

 新株予約権 4,471 4,471

 純資産合計 8,006,359 7,877,811

負債純資産合計 16,915,601 16,765,027
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年１月１日
　至 平成29年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年１月１日
　至 平成30年３月31日)

売上高 2,102,108 2,873,264

売上原価 1,642,964 2,138,941

売上総利益 459,143 734,322

販売費及び一般管理費 591,841 676,260

営業利益又は営業損失（△） △132,697 58,062

営業外収益   

 受取利息 43 33

 業務受託料 1,106 1,998

 その他 2,403 1,823

 営業外収益合計 3,553 3,855

営業外費用   

 支払利息 13,837 29,573

 支払手数料 555 1,343

 その他 2,037 800

 営業外費用合計 16,430 31,718

経常利益又は経常損失（△） △145,574 30,200

特別損失   

 投資有価証券評価損 29,999 ―

 特別損失合計 29,999 ―

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△175,574 30,200

法人税等 △43,187 26,820

四半期純利益又は四半期純損失（△） △132,387 3,380

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

△132,387 3,380
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年１月１日
　至 平成29年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年１月１日
　至 平成30年３月31日)

四半期純利益 △132,387 3,380

その他の包括利益   

 その他の包括利益合計 ― ―

四半期包括利益 △132,387 3,380

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △132,387 3,380

 非支配株主に係る四半期包括利益 ― ―
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

 

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

該当事項はありません。

 

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

 
当第１四半期連結累計期間

(自 平成30年１月１日 至 平成30年３月31日)

税金費用の計算方法 税金費用については、当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効

税率を乗じて計算する方法を採用しております。
 

 

(四半期連結貸借対照表関係)

該当事項はありません。　

 

(四半期連結損益計算書関係)

該当事項はありません。

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期

連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年１月１日
至 平成29年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年１月１日
至 平成30年３月31日)

減価償却費 16,973千円 13,360千円
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(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自 平成29年１月１日 至 平成29年３月31日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年３月29日
定時株主総会

普通株式 97,791 12.00 平成28年12月31日 平成29年３月30日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。　

 

当第１四半期連結累計期間(自 平成30年１月１日 至 平成30年３月31日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年３月28日
定時株主総会

普通株式 150,427 18.00 平成29年12月31日 平成30年３月29日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。　
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成29年１月１日 至 平成29年３月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

  (単位：千円)

 

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連
結損益計
算書計上
額(注)２

不動産販売
事業

建築事業 計

売上高      

 外部顧客への売上高 1,906,756 195,351 2,102,108 － 2,102,108

 セグメント間の内部
 売上高又は振替高

－ － － － －

計 1,906,756 195,351 2,102,108 － 2,102,108

セグメント利益又は損失(△) 103,708 △41,162 62,546 △195,243 △132,697
 

(注) １．調整額は以下のとおりであります。

　(1) 売上高の調整額は、セグメント間の内部取引消去であります。

(2) セグメント利益又は損失(△)の調整額△195,243千円は主に各報告セグメントに配賦していない全社費用

であります。全社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

　

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成30年１月１日 至 平成30年３月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

  (単位：千円)

 

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連
結損益計
算書計上
額(注)２

不動産販売
事業

建築事業 計

売上高      

 外部顧客への売上高 2,757,877 115,386 2,873,264 － 2,873,264

 セグメント間の内部
 売上高又は振替高

－ 11,717 11,717 △11,717 －

計 2,757,877 127,104 2,884,981 △11,717 2,873,264

セグメント利益又は損失(△) 335,310 △51,881 283,428 △225,366 58,062
 

(注) １．調整額は以下のとおりであります。

　(1) 売上高の調整額は、セグメント間の内部取引消去であります。

(2) セグメント利益又は損失(△)の調整額△225,366千円は主に各報告セグメントに配賦していない全社費用

であります。全社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年１月１日
至 平成29年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年１月１日
至 平成30年３月31日)

(1) １株当たり四半期純利益金額又は
１株当たり四半期純損失金額(△)

△16円24銭 0円40銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額又は親会社
株主に帰属する四半期純損失金額(△)(千円)

△132,387 3,380

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益
金額又は普通株式に係る親会社株主に帰属する四半
期純損失金額(△)(千円)

△132,387 3,380

普通株式の期中平均株式数(株) 8,153,720 8,380,104

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 － 0円40銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額(千円) － －

普通株式増加数(株) － 48,354

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当た
り四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式
で、前連結会計年度末から重要な変動があったものの
概要

―

平成28年２月12日開催の取
締役会決議に基づき、平成
28年２月29日に発行した新
株予約権

2,981個
（普通株式　298,100株）

 

(注)　前第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在する

ものの、１株当たり四半期純損失であるため、記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 
２ 【その他】

該当事項はありません。　
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

平成30年５月15日

株式会社サンセイランディック

取締役会  御中

　

有限責任 あずさ監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   村　　松　　啓　　輔　 印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   橋　　本　　裕　　昭   印

 

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社サンセ

イランディックの平成30年１月１日から平成30年12月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成30年１月

１日から平成30年３月31日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成30年１月１日から平成30年３月31日まで)に係る四半

期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記につ

いて四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社サンセイランディック及び連結子会社の平成30年３月31

日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる

事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
 

(注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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